
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての障
しょう

がい者
しゃ

が利用
り よ う

し

やすい建築物
けんちくぶつ

・施設
し せ つ

であるこ

とを示す
し め す

、世界
せ か い

共通
きょうつう

のシン

ボルマークです。 

聞
き

こえが不
ふ

自
じ

由
ゆう

なことを表
あらわ

すマークです。「はっきりと

口
くち

元
もと

を見
み

せて話
はな

す」「筆談
ひつだん

す

る」などの心配
こころくば

りを。 

内部障
ないぶしょう

がい内臓
ないぞう

疾患
しっかん

を示
しめ

す

マークです。外見
がいけん

からは分
わ

か

りにくい障
しょう

がいへの理解
り か い

を

深
ふか

めるために作
つく

られました。 

手足
て あ し

の不自由
ふ じ ゆ う

な人
ひと

が運転
うんてん

す

る車
くるま

につけるマークです。 

聴覚
ちょうかく

に障
しょう

がいのある人
ひと

が

運転
うんてん

する車
くるま

につけるマーク

です。 

障害
しょうがい

？障碍
しょうがい

？障
しょう

がい？ 

日本
にほん

では、「障害者
しょうがいしゃ

」という言葉
ことば

が長
なが

い間
あいだ

使
つか

われてきました。でも、悪
わる

いイ

メージのある「害
がい

」という漢字
か ん じ

を使
つか

わな

いでほしいと願
ねが

う声
こえ

が高
たか

まり、最近
さいきん

で

は、「障
しょう

がい」とか「障碍
しょうがい

」という表記
ひょうき

が増
ふ

えています。常
じょう

用
よう

漢
かん

字
じ

を定
さだ

める国
くに

の審
しん

議
ぎ

会
かい

でも検討
けんとう

され、話題
わ だ い

になったの

を覚
おぼ

えている人
ひと

もいるかもしれません

ね。 

漢
かん

字
じ

を通
とお

して、障
しょう

がいや障
しょう

がいを受
う

けている人
ひと

について考え
かんがえ

、理解
り か い

を深
ふか

める

ことが、みんなが暮
く

ら 

しやすい社
しゃ

会
かい

を作
つく

る 

きっかけになるのでは 

ないかと思
おも

います。 

正
ただ

しい意
い

味
み

を理解
り か い

して、

さりげなく思
おも

いやりの

ある行動
こうどう

ができる人
ひと

に

なれるといいですね。 

 

１２月
がつ

３日
か

 

国
こく

際
さい

障
しょう

がい者
しゃ

デー
で ー

 

貝塚市立二色小学校 保健室 ２０１４年１２月 

日
ひ

に日
ひ

に寒
さむ

くなってきましたね。風邪
か ぜ

をひいている人
ひと

も増
ふ

えてきています。風邪
か ぜ

予防
よ ぼ う

には、うがい・手
て

洗
あら

いの他
ほか

にも、ウイルスを寄
よ

せ

付
つ

けない体
からだ

づくりが大
たい

切
せつ

です。バランスのよい食事
しょくじ

をとり、すいみんをしっかりとって、休
やす

み時
じ

間
かん

には外
そと

で元
げん

気
き

に遊
あそ

びましょう。 



 

 
「自分

じ ぶ ん

が自分
じ ぶ ん

であって大丈夫
だいじょうぶ

」という自己
じ こ

肯定感
こうていかん

 

～おうちのかたへ～ 

「自己
じ こ

肯定感
こうていかん

」とは、わたしはこれだけ美
うつく

しい、わたしはこれだけよくできる、わたしは世
よ

の中
なか

の役
やく

に立
た

っているのだと、それを評価
ひょうか

して自分
じ ぶ ん

を肯定
こうてい

するというのが自己
じ こ

肯定感
こうていかん

ではありません。自分
じ ぶ ん

には

ダメなところや、人
ひと

とは大
おお

きくちがうところがある、そういうものもありながら、自分
じ ぶ ん

がここで生
い

きて存
そん

在
ざい

していることはいいことなのだと、自分
じ ぶ ん

の存在
そんざい

そのものを承認
しょうにん

し肯定
こうてい

するというのが、自己
じ こ

肯定感
こうていかん

で

す。 

 

この「ぞうさん」の歌
うた

は、自己
じ こ

肯定感
こうていかん

の歌
うた

です。 

「ぞうさん ぞうさん おはなが ながいのね」。これは、並
な

み外
はず

れ 

た長
なが

い長
なが

いホースみたいなお鼻
はな

をからかわれているともとれます。

人間
にんげん

だったら、すぐに傷
きず

ついたり、卑下
ひ げ

したりということになるの 

かもしれません。 

でも、この「ぞうさん」は「そうよ かあさんも ながいのよ」 

と、何
なに

か文句
も ん く

があるのですかと言
い

わんばかりに、さらりとそれを受
う

け 

止
と

めています。 

わたしがわたしであって、何
なに

が悪
わる

い、ということです。 

それから、二番
に ば ん

は「ぞうさん ぞうさん だれが すきなの あのね かあさんがすきなのよ」と言
い

っ

ています。お鼻
はな

が長
なが

いのは、大
だい

好
す

きな母
かあ

さんと一緒
いっしょ

なのです。そこに愛
あい

があります。愛
あい

というのが、あ

るがままを受
う

け入
い

れられる一番
いちばん

大事
だ い じ

なものであると思
おも

います。 

 

もう一
ひと

つ、「チューリップ」の歌
うた

も、自己
じ こ

肯定感
こうていかん

の歌
うた

かもしれません。 

みなさんは、どの色
いろ

のチューリップが好
す

きですか？ 

赤
あか

、白
しろ

、黄色
き い ろ

。人
ひと

それぞれ好
ず

きなチューリップの花
はな

は違
ちが

うのですが、赤
あか

 

が好
す

きだからといって、赤
あか

が一番
いちばん

きれいだというわけではありません。白
しろ

 

が好
す

きだからといって、白
しろ

が一番
いちばん

きれいだというわけでもありませんし、 

黄
き

が好
す

きだからといって、黄
き

が一番
いちばん

きれいだというわけでもありません。 

歌詞
か し

では「あか しろ きいろ どのはな みても きれいだな」と 

ありますが、これはきれいな順
じゅん

に並
なら

んでいる訳
わけ

ではないですね。「どのはな みても きれいだな」

ですから、赤
あか

のチューリップには赤
あか

のチューリップのきれいさがあり、白
しろ

のチューリップには白
しろ

のチュ

ーリップのきれいさがあり、黄
き

のチューリップには黄
き

のチューリップのきれいさがあるということです。

そのきれいさを比
くら

べて、順位
じゅんい

をつけられますか？つけられませんね。どの花
はな

を見
み

てもきれいなのです。 

 

その人間
にんげん

まるごとの持
も

ち味
あじ

、それが個
こ

性
せい

です。だから、個性
こ せ い

を大事
だ い じ

にするということは、その人
ひと

をま

るごと大切
たいせつ

にするということで、ある部分
ぶ ぶ ん

だけを大切
たいせつ

にすることではありません。大人
お と な

にとって都合
つ ご う

の

いい能力
のうりょく

や特性
とくせい

だけを取
と

り出
だ

して、それを大
たい

切
せつ

にするとういうことではないのです。 

けれども、比
くら

べ癖
くせ

のついた目
め

で子
こ

どもを見
み

ていると、ついつい比
くら

べられる部分
ぶ ぶ ん

だけが目
め

に入
はい

ってしま

い、まるごとの子
こ

どもを見
み

失
うしな

ってしまいがちです。 

身長
しんちょう

、体重
たいじゅう

、成績
せいせき

、走
はし

りの速
はや

さなど、そういう部
ぶ

分
ぶん

を取
と

り出
だ

したときだけ、比
くら

べることができます。

でも、まるごとの人間
にんげん

、まるごとの子
こ

どもを比
くら

べて、順位
じゅんい

をつけることはできません。それをもう一
いち

度
ど

、

思
おも

い出
だ

してほしいと思
おも

います。人間
にんげん

、生
い

きているだけで１００点
てん

満点
まんてん

なのです。 

引用文献：東山書房 第５３回学校保健ゼミナール講演集「子どもの自己肯定感をいかに育むか」高垣忠一郎 

 

さいた さいた 

チューリップのはなが 

ならんだ ならんだ 

あか しろ きいろ 

どのはな みても 

きれいだな 

ぞうさん ぞうさん 

おはなが ながいのね 

そうよ かあさんも ながいのよ 

 

ぞうさん ぞうさん 

だれが すきなの 

あのね かあさんが 

すきなのよ 


